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〈 講演要 旨 〉

　 1956 年 に 早稲田 大学 の 商学部 に 助手 と して 奉職 して 以 来 ，
40 有余 年を経 ましたが，こ の

間一貫 して 管 理会 計を研究 して まい りました．私 の 学風 を一
口 で 申せ ば，学際的管理 会計

（lnter−disciplinary　Management 　Accounting ） の 研究で あ りま して ，管理会計 を中核 と し

て ，隣接諸学 と の 学際的 な研 究 を進め て まい り ま した ．そ の 結果 ，マ
ー

ケ テ ィ ン グ会計，研

究 開発会計，物流 会計，広告会計等 を開拓す る こ とが で き ，
こ れ らは現在で は，それぞ れ新

し い 独立 した学問 として定着する まで に至 りま した．こ の よ うな学際的管理会計研究の 系譜

とそ の 成果 に つ い て 次 の 4 点 か ら講演 を行 い ます．

　 1　 マ
ー

ケ テ ィ ン グ と管理会計 の 学際 的研究

　2　研 究 開発 と管理 会計 の 学際的研究

　3　物流 と管理 会剖の 学際的研究

　4　広告等 と管理会計の 学際的研究

　　　 なお ，こ の 論壇 は ，口本管理 会計学会の 1997 年度全国大会に お い て
，

1997 年 9 月 5

　　 日 （金） 15：00 よ り16：15 まで
， 城西 大学の 4号館 4−104教室 で行わ れ ま した特別講演

　　 を記録 した も の で す．

〈 キ ーワ ー ド〉

管理 会計，学際的管理会計 ，マ
ーケ テ i ン グ会計，研究 開発 会計，物流 会計，本社会計 ，金

利会計 ，情報 処理 会計 ，人件費会計

1998年 1 月 受付
．
早稲 田 大学商学部教 授

・
日 本管理 会計学会副 会長
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1． は じめ に

　 た だ い ま， ご 紹介頂 きました早 稲 田大学 の 西 澤で ご ざい ます ．本 日 は 、「私の 学 際的管

理会計研究」 と題 す る 特別講演 を行 う機会が 与 え られ
， 誠 に 光栄 に存 じ ます．特 に 司 会の

坂 口博先生 か らは
， 過分 の ご紹介を賜 り

， 何 とお礼 を申 して よ い か わ か りませ ん．

　 まず ，
こ れ まで の 会計学研究 を振 り返 っ て み た い と思 い ます ．生 まれ て 初 め て 会計学 と

出会い ま した の は
， 戦後間 もな い 1949 年に 早稲田大学商学部に入 学 し，友人 に薦め られ

て 早稲 田大学 会計学会 とい うサー ク ル に入 会 した 時の こ とで あ ります． それ か ら数 え る と

48 年の 歳月が 経 っ て しまい ました．過 日 ， 早 稲田の OB 会で
， 「会計学 とと もに半世紀」

と題す る講演 を求 め られ ま した時 は ，
一

瞬 ドキ ン と して しまい ま したが ，
よ く考えて み ま

す と
， そ うオ

ーバ ー
で は ない よ うな気 が い た します ．早稲 田 で 本格 的 に 会計 学の 研 究 を

始め ま したの は ， 日本の 国連加 盟 が 認 め られ ま した 1956 年 の こ とで あ ります．そ の 年 に

早稲 田大学 商学 部の 助 手 に な りま した．大学 院で は まだ博士 後期 課程 の 学生 で した が ， 大

学の 門 を出 る と公認会計士 に な っ て い ま した の で
， 助手 と学生 と公認会計士 の 三足 の 草鞋

を同時 に履 くこ とに な りま した．そ れ か ら数 えま して も ， 41年 の研 究生 活が 続 きま した．

　そ の 間の 功績 に 対 し，本年春 ， 図 らず も
“
紫綬褒章

”
を賜 る幸運 に恵まれ ました．4 月

29 日 「み ど りの 日」 に正式発令 が あ り， 5月 16 日 に は 受章式 の 後 ， 宮 中に参内 し 「春秋

の 間」 で 陛下か らお言葉 を賜 り， 身の 引 き締 まる 思い で した．紫綬褒章 と申 しま して も，

私 自身全 く予備 知識 さえなか っ た た め ， そ の 意義 も十分 に分 か らず，勲章 と褒 章の 区別 さ

え知 ら ない 状 態で した ．実 は ，勲 章 は ，生 涯の 功績 に 対 し晩年 に 与 え られ る の に 対 し，褒

章 は
， 特定 の 功 績 に 対 し年齢 に 関係 な く授 け られ る もの だ そ うで す ，褒 章条例 に よ ります

と，「事績著 明 ナ ル 者」 が対 象 と され
， 事績 つ ま り功績 の 内容に よ り色別 され て い ます．

そ の うち紫綬は ， 「学術上 ノ 創作 ・発明」が 対象 とされ て い ます．特に 「学術上 ノ 創作」

の 部 は
， 俗 に ミニ 文化勲章 と も呼 ば れ て い る そ うで ，今春 は

，

一
橋大学 の 学長 を初め 13

名が 受章 い た しま した ．私の 場 合は
， 「会計学研 究功 績」 とい うこ とが受 章の 理 由 と され

ま した ．

　研 究功 績の 内容 と い た しま して は
， 著訳 書 （100 册 ）， 受賞 （7 回）， 表彰 （5 回）， 学会

現役員 （10 学会）等が 考え られ ますが ，

一
口 で 申せ ば， 「学際的管理会計に よ っ て 新 しい

会計 領域 を次 々 に 開拓 した こ と」 が 認め られ た の で はない だ ろ うか と思 っ て い ます．具体

的 に は ， 図 1 に示 した よ うに ， A マ
ーケ テ ィ ン グ会計 に次い で ，　 B 研究開発会計，　 C 物流

会計 ，D 広告会計 ，
　 E その 他 （本社会計 ， 金利 会計 ， 人件費 会計 ， 情報処理会計 ）が あ り，

こ れ ら を包括 した もの と して F 管理 会計総 論が あ ります ． しか し ，
こ れ らの 研 究成果は ，

予 め 計画的
・
意 図的 に創 案 した もの と言 うよ りは

， 結果 的 ・回顧 的に 見れ ば その よ うな成

果 が 生 み出 され て い た と申す ほ うが 適切 で す ．事実 ，学 際的思 考の ル ー
ッ を な します シス
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図 1．学 際的 管理 会 計研究の 系譜 と成果

テ ム ・ア プ ロ
ーチ が提 唱 され る よ うに な りま した の は

，
1960 年代末 の ア ポ ロ 宇宙開発 以

後の こ とで あ り， また学 際的 （inter−disciplinary）とい う用 語が 使用 され 出 した の は 1970

年代 に入 っ て か らで あ ります．私が研 究に着手 しま した 1956 年当時 に は
， その よ うな発

想 もな けれ ば用語 も存 しませ んで した． それ に もか か わ らず ，
か か る ア プ ロ ー チが 生 み 出

され ま した の は
， 助手兼公認会計士 と して 理論 と実務の 両面に 関わ っ た こ と

， 留学帰 りも

あ りセ ミナ ー に駆 り出 され た こ と
， 出版 や コ ンサ ル テ ィ ン グか ら新課題 が次々 に求め られ

た こ と
， 換 言すれ ば

， 関係方面の 強い 要請に 応 じて きた結 果で は な い か と思 っ て い ます．

2． マ ーケ テ ィ ン グ会計研究の 系譜 と成果

　 さて ，本論 に 入 りま しょ う．学際 的管理 会計研 究 と し ま して は
， 各種の 領域 を開拓 して

ま い り ま した が ， 最 初 に と りあ げ ま し た の は
，

マ
ー ケ テ ィ ン グ 会 計 （Marketing

Accounting）で した ． こ れ は
，

マ
ー

ケテ ィ ン グ と会計 の 学 際的研 究領域 で す． マ
ーケ テ

ィ ン グ が 初め て 導入 され ま した の は ， 1955 年の こ とで あ ります ． こ の 年 に石 川 泰 三経団

連 会長 を団長 とす る訪 米使節 団 が米国 に渡 り， そ の 土 産 と して 持ち帰 っ たの が マ
ーケ テ ィ

ン グ とい う新 しい 学問で した、早稲田 で は
， 宇野 政雄 ・原 田俊夫両先生 が 先頭 とな り普及

され ま したの で
，

マ
ー

ケ テ ィ ン グ は早稲 田が 日本 の 発祥 地 と さえ考 え られ て い ます ．その

影響 を受け ，
マ

ーケ テ ィ ン グ時代 に ふ さわ しい 会計学 と して マ
ーケ テ ィ ン グ会計 の 開拓 に

挑ん だの で した ．先ず ，
Marketing 　Costs を営業費 と訳 出 し，図 2 に示 しま した よ うに営

業費 会計 の 構 築 に全力 を あげた の で す．
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　その 端緒 とな りま したの は
， 助 手時代 に 1956 年か ら 1958 年に わ た り， 企業経営協会原

価計 算研 究会 の Cost　Accounting　Revieω ： CAR とい う小冊子 （タ イプ印刷） に 合計 27 の

論 文を翻訳 し連 載 した こ とで した ．初め は
， ア ル バ イ トか た が た英語の 勉 強 を兼ね て始め

た の で した が ， 今か ら省み え ます と
，

こ れが 私の 研究方向 を決 め る決定的な 出来事 とな っ

た の で す． その 後 ， 同協会の 『経営実務 』 とい う機関誌 の
一

号全貢 を提供す る とい うこ と

で
， 翻訳論 文を体系化 した の が

， 「営業費会計論」 と題 す る特集号 （1957 年 5 月号 ）で し

た ． こ れ は
，

そ れ まで 訳 出 した NAA 　Reseαrch 　Seriesの 中か ら営業費会計 に 関する もの を

抽出 し体系化 した もの で す．後 日， 日本 生産性 本部 （現在は ， 杜会経済生 産性本部）で は
，

番場嘉
一

郎 先生 が NAA 翻訳 シ リ
ーズ の 出版 を開始 しま した ．当時 は ， まだ 助 手の 身分 で

した が
， 私 の 翻訳 をそ の シ リ

ーズ に取 り入 れて 出版 して 下 さ りま した．本書 が 拙訳書 『営

業費会計』（1958 年 4 月）で
，

こ れ が私 の 処女作 と な りま した．

　　　　　　　　　 A マ ーケ テ ィ ン グ 会計　 Marketing 　Accounting

　 営業費会計 の 著書

1982年 拙著 『営業費の 会計 と管 理 』 白桃書房

図 2． マ
ー

ケ テ ィ ン グ会計研究の 系譜 と成果
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　他 方 ， 1956 年 に 早稲 田大 学 と ミ シ ガ ン 大学 との 聞で 教 授の 交換協定が 結ば れ ま した ．

後 日助 手 もそ の 特例 と して交換協定 に参加が 認め られ
， 前訳書 を出版 した 直後 の 1958 年

6 月 に ミ シ ガ ン大学 に留 学す るチ ャ ン ス に恵 まれ ま した ． ミ シ ガ ン 大学 に は
，

ペ イ トン 教

授 の ほ か営業 費の 専 門家 もお り， 営 業費会計の 研 究 に没頭す る こ とが 出 来 ま した ．そ の 頃

は ，渡航 ・外貨 ・貿易の 自由化が 認 め られ ない
，

い わ ば鎖 国の 時代 で したか ら ， わ ずか 1

年の 留学 とは い え実に 貴重 な機会とな りま した ．帰国後 に 出版 した 著書 第 1号 が 『営業 費

管理 会計 』 （818 頁） で ， 1963 年 に 日本事務 能率協 会 の 「日本経営文 献賞」を受賞す る と

と もに， 日本経済新聞社 の 「日経 ・経済図書文化 賞」 の 次点 に 選 ば れ ま した ．学究 と して
，

こ れ ほ どの 幸 運 な門出は あ りませ ん で した 。

　 しか し
， 幸運だ けで は あ りませ ん ．人知 れ ぬ 苦悩 もあ りま した．私が NAA の 翻訳 を始

め た 頃 は，訳 そ うに も洋書 も雑誌 も無 い ，買お うに も外 貨が 無 い ． また米国の こ とを聞 く

相 手 もい な い
一

そ ん な状態 で し た ． や っ と見 つ け た 論 文集の 中か ら
，
NAA 　Rese α rch

Seriesを探 し出 し， そ れ を
一

つ の 学問 体系に まで作 りあ げる に は，金鉱 の 発見 に も似 た苦

難 の 道が あ りま した ．用語 1 つ と っ て も大変 で
，

marketing を営 業活動 と訳 し，　 market −

ing　costs を営業費 と訳出 す る まで に は， 長 い 時 問が か か りま した ．会社 で は ，販売 費及

び一一
般管理 費の こ とを営業費 と俗称 して い ま した の で ，言葉 は 同 じで も， 専 門用語 の 営業

費 は
，

marketing 　costs の 訳語 で あ っ て
， 「マ ーケ テ ィ ン グ活動に 要する コ ス ト」 を意味す

る こ とを理 解 して もら うの に 大分苦労 しま した ．

　 こ の よ うな営 業費 会計 の 研 究 は ， 1982 年 に は 拙 著 『営業費の 会計 と管理 』 と して ，
一

応 の 学問的体系 を確立 す る ま で に 至 りま した．営業費会計 は ， や が て マ ーケ テ ィ ン グ会計

に発 展 し ましたが ， そ の 後 は ， 分 化 の
一

途 を辿 り，幾 多の 衛 星 分野 に 分離 ・独 立 して ゆ き

ま した 。　 　 　 　 　 J

3．研 究開発会計研究 の 系譜 と成果

　 こ の よ うに マ ー ケ テ ィ ン グ会計の 研究 は，総論か ら各論 に 重点が 移行 して ゆ きま したが ，

最初に 分離 ・独立 した の が ，図 3 の 研 究 開発会計 （Research　and 　Developmellt　Accoun 一

七ing）で した 。 こ れ は，研究 開発 （R ＆A ）と会計 との 学際 的研究領域 で す． 1960 年 に 「科

学技 術研 究調査規 則」 が制定 され
，

これ に基づ い て 科学技術行政 や研 究開発 費の 実態調査

が 行 わ れ て ま い りま した． 1960 年 当時 は
， 会社 ・大学 ・

研 究所 の 全 研 究 開発費 は ，僅 か

2，109 億円 に す ぎ ませ ん で した ．本 年 は ，松 下 電器 1杜 だけ で も 4
，
000 億 円 で す か ら，私

が 研 究開発会計 を 乎が け ま した の は
， 研 究開発 時代 が 開幕す る以前の こ とで した ．当時 は，

研 究所 とい っ て も名ば か りで ， 研究所ブ
ー

ム が 起 こ り各社が こ ぞ っ て 中央研 究所 を設立 し
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B 研究開発会計 R ＆ DAccounting

研究 開発会計の
一里 塚

1992年 拙著 『研究開発費の 会計と管理く新五訂版〉』白桃書房

　　　　　　　　　　　　図 3．研 究開発会計研 究の 系譜 と成果

出 した の は
，
1960 年代末に な っ て か らで あ ります．

　そ ん な時代 に 研 究 開発会計 を手が け ま した の は
， 神 の お告 げが あ っ た わ け で も ， 30 年

後 を先取 りした わ けで もあ りませ ん．止 むに止 まれぬ 事情が あ っ た の で す．裏話 を申しま

す と，そ の 前年 『営業費管理 会計』 が 受賞 し，出版元の 白桃書房 か らお 祝の 席でぜ ひ次 作

の 出版を と依頼 され た こ とが 発端 で した ． まだ 駆け 出 しの 身で そ う持 ち駒 が あ る筈が あ り

ませ ん ．実は ，拙訳書 『営業費会計』 の 中で
，

まだ前著 に使用 して な か っ た の は ， 第 4 部

「調査研 究費 の 会計」 だ けだ っ た の で す ．そ こ で
，

こ れ を種本に する よ り仕方が な か っ た

の で す．当訳書 で は
，
Research 　and 　Development を調査研 究 と訳 して お り， 今 か ら考 え

ます と冷や 汗 もの で す が ，当時は ， まだ研 究 開発 の 語 が 定着 して い な か っ たの で す ．や っ

と完成 した構想 を基 に セ ミ ナ
ーを 開 きま した ら ， 受講 者が た っ た の 2 名 とい うこ とで

，
ま

た また 冷や 汗 をか い て しまい ました ．

　 しか し，苦 心惨憺 ，
1963 年 に完成 した 第 2作 『研究開発 費会計 』 で

， 今度 は 日本経済

8

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association of Management Accounting

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　Management 　Aooountlng

私 の 学 際 的 管 理 会 計研究

新聞社 の 「日経
・
経 済 図書文 化賞」 を受賞 しま した。今 か ら 33年前の 1964 年の こ とで あ

り， まだ 弱冠 34 歳 で 助教 授 に過 ぎませ ん で した ．68 年 に は ， 「研 究 開発 費管理 の 研 究』

で 新制 第 1 号 の 商学博士 を早稲 田大学か ら頂 き
，
1980 年 に は 拙著 『研 究開発費の 会計 と

管理 』で ， 日本経営協会の 「経営科学文献賞」 を受 賞す る こ とが で きま した．

　研 究 開発費が 会計 の 分 野で と りあ げ られ る よ うに な りま した の は ， 1974 年 に FASB が

FAS 第 2 ：
」Accounting 　fbr　Rese αrch α nd 　Develoρment を世 に 問 い

， 1978 年に IASC が

IAS 第 9 号Accounting　for　Rese α rch α π d　1）evelopment 　Activitiesを発表 して 以来の こ と

で す．わ が 国で は，本 年や っ と大蔵省企 業会計審議 会 に研 究開 発費 に 関 す る特 別委 員会が

設置 され たばか りで す ． 1963 年の 『研 究開発費会計 く 初版 〉 』以来 ， 現 在の 『研究 開発 費

の 会計 と管理 く 新五 訂版 〉 』 ま で
， 何 と 34 年間 も

， 同
一
書が ロ ン グ セ ラ

ー
を続け られ ま

した の は
， 偏 に独 創性 と時代 の 要請 に よ る もの と信 じて お ります ．

4． 物流会計研究 の 系譜 と成果

　総論か ら各論 へ の 第 2 の 分 化は
， 図 4 の よ うに ，物流 会計 （Logistics　Accounting ＞で

した ． こ れ は
， 物流 （ロ ジス テ ィ ク ス ） と会計 との 学際 的研究 領域 です ，物流 は 当時物 的

流通 （Physical　Distribution）と呼ばれ て お りま したが ， 1965 年 に 「中期経済計 画」 が 閣

議 決定 され
， 物 流時代 が 開幕 しま した。 「中期 経済計画」は ，経済審議会が 答申 した もの

で
， 初 め て 物流 を重要 な経 済問題 と して と りあ げ ま した ．当時流 通 コ ス トを研 究 して い ま

した 関 係か ら ， そ の 臨時委員 と して 末席 を汚 した の が ， 物流 との 最初 の 出会 い と な りま し

た ． 1970 年 に は ，産業 界に物 流 ブ ーム が 台頭 しま したが ， そ の 一
役 を 担 い ま した の が

，

拙 著 『流通費 一知 られ ざる
“

第三 の 利 潤源
”
』 で した ． こ れ は， カ ッ パ ・ビ ジ ネ ス と して 発

売 され た もの で ， 派手な広告 と もあい ま っ て ベ ス トセ ラ
ー とな りま した ． その 結 果 ， 第三

利潤説，物 流氷 山説，乗数効果理 論等の キ ャ ッ チ フ レーズ が もて は や され
， 物流 の 語や そ

の 重 要性が 急速 に普及 した の です ．物流 会計の 中心 をな す物流 コ ス トの ア イデ ア は
， 拙 訳

書 「営業費会計』 の 第 3 章 「注文 充足費 の 管理」 か ら入手 した もの で す ．注文 充足費 は
，

や が て 注文履行費と呼ばれ
， その 中心 と して 物流費が ク ロ

ーズ ア ッ プ して きた の で す．

　物 流費会計 の 発展 に は
， 産業 界か らの 強 い 要請が あ りま した． 1963 年に は

，
日本 包装

技 術協 会が 日本生産性本部 よ り独立 しま した ． さ らに 1970 年に は 日本物 的流通協 会 と 日

本物流 管理協議会が 相次 い で 新設 され
，

1992 年 に は
， 両協会が新設 合併 し社 団法 人 日本

ロ ジス テ ィ ク ス シ ス テ ム 協会が誕 生 し ま した ． こ れ らの 協 会で は
， 物流 コ ス トが 重要な研

究 課題 と され ， また セ ミ ナ
ー

の 人 気テ
ー

マ とな りま した た め ，その 調査 ・研究 が 強 く求め

られ ま した．
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C

　 　 　 　 　 　 管理 会計学 第 6 巻第 且号

物流会計　　　　Logistics　Accounting

　 日本 生 産性本部

1975年

1977 年

「N“
　Ath

＊ ftt　 rtm，
　：r　x　｝　ee　di　一？　1’ユ ア ル 」

　運　輸　省　 「物流 コ ス ト算定統
一

基準」

　　　　　　　　　　　　物流会計の 三 部作

　　　1984 年　　　　　拙訳 書 「輸送費 の 会計 と 管理 」　　 税 務 研 究 会

［igs7匸｝匯画璽 亙韲L 鬯 」
　　　1988 年　　　　　拙　著 『物流費の 会計 と管理』　　 臼桃書房

一
［ ・972 年 　 S WttaffltlkmeJh

　
El

　
E日本物溝 理協議会

一
　　　　　　　　　　　 「物流功労賞」　 U 本 ロ ジ ス テ ィ ク ス シ ス テ ム 協会　　　 1996 年

　　　　　　　図 4． 物流会計研 究 の 系譜 と成果
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　産業界 だ けで は な く， 官界 も同 じで
， 産業政 策と して 物流 コ ス ト指数 を必 要 と した た め

私 が 委 員長 と な り， 基準作 りに奔走 い た し ま した． 1975 年 に は ， 中小 企 業庁 で 「物流 コ

ス ト算出 マ ニ ュ ア ル 」 を制 定 した の を皮切 りに ， 1977 年に は 運輸省で は 「物流 コ ス ト算

定統
．
基 準」 を開発 し ， また 1992 年 に は 通産省で 「物 流 コ ス ト算定活用 マ ニ ュ ア ル 」 を

発 表 し ま した． こ れ らは
，

い わ ば西 澤式物流 原 価計 算 を制 度 化 した もの で ，各省庁 の 後援

で 積極的な普及が 図 られ ま した ． さ らに 通産省の 委託 に よ り，
1965 年 以来 ， 10年 置きに

物 流 コ ス トの 定点観測 を行 い
，

重 要 な物 流指標 と して 定着す る まで に い た りま した ．

こ の よ うな 成果 が 認め られ
，

1972 年 と 1996 年の 2度 に わ た り 「物 流 功 労賞」 を受賞

した こ と もあ ります．

　米国 で は
， 物流 コ ス トの 本 格 的 な調 査 が 実 施 され る よ う に な りま した の は

，
1980

年 代 の 後 半 に 入 っ て か ら で し て
， 米 国 会計 人協 会 （NAA ＞ と米 国 物 流 管 理 協議 会

（NCPDM ）の 共 同調 査 結果 が ，83 年 に fT｝’α nsportation 　Accounting　＆　Control （拙 訳

書 『輸送費の 会計 と管理 』，
1984 ）と して

， また 85年 に Warehouse　Accounting　And

Control （拙 訳書 『保管費の 会計 と管理 』，
1987 ） と して 出版 された に す ぎませ ん ． 両

書 を と りい れ 集 大 成 し ま したの が ， 1988 年 の 拙著 「物流 費 の 会計 と管理 』で あ りま

す．

5． その 他の 学際的管理 会計研 究の 系譜 と成果

　 マ
ー ケ テ ィ ン グ 会計 か らの 第 3 の 分 化 は， 図 5 の よ うに ， 広告会計 （Advertising

Accounting）で した ． こ れ は
， 広告宣伝 と会計学 との 学際 的研 究 領域 で す ．広告費 に

つ きま して は ，電通が 毎年 「日本 の 広 告費」 と題す る統計を発 表 して い ます ． 1947

D 広 告会言1 Advertising　 Accounting

邏 獵鑞驪 　　 研究開発会計の 前史

「
一『一亠

　　　1958年
拙訳 書 ∫営業費会計」　　　　　　 日本生産性 本部

　第3部第 2章2 「広告お よび販売促進費の 管理 」

一 一 一一 一 「癌 漸嘉費畭 訛 管馴 　1
’
1廳房

　 1985 年
　 　 　 　 　 　 　 「日 本広告学会賞」　　　　　　 囗本 広 告学 会

図 5．広告会計研 究の 系譜 と成果
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E その 他 の 学際的研究

1989 年 一 の 会 計 と鯉 』 白桃書房

1994 年 拙　著 『情報処理費 の 会計 と管理 』 白桃書房

　　　　　　　　　　図 6 ． その 他の 学際的研 究の 系譜 と成果

年 の 第 1 回発 表で は
， 日本 の 全広告費 は僅 か 17億 円 に過 ぎませ ん で した が

， 昨年 は

トヨ ダ 1社で 709 億円 も支出 して い ます。 テ レ ビ を中心 とす る 広告時代が 始 ま りま し

た の は
，
1964年 の 東京 オ リ ン ピ ッ ク 以 降 とい えます．

　わ が 国 の 広 告論 は ， ミ シ ガ ン大学 に ご一
緒 に留学 しました 小林太 三郎 先生 が ， 帰国

後 開発 され た もの で あ ります ． 先生 と同 じワ セ ダ ハ ウ ス に 宿泊 して い た こ と もあ り ，

広告費 の 研 究 をす る よ うに度 々 要請 され ま した ． こ の た め
，

1958 年 の 拙訳書 『営業

費会計』 に収 め ら れ た 第 3部 第 2章 2 「広告 お よび 販 売促進費の 管理」 を基 に ，広告

費会計 を最 初 に構築 しま した の が ， 1968 年 の 拙著 『広告 費の 効 率管理 』で す ，次 は

1985年 の 拙著 『広告費の 会計 と管理 』で
， 本書 に は 1985 年 に 日本広告学会賞が授 与

され ま した ．

　そ の ほ か
，

これ ま で に 開発 し ま した新領域 と しま して は
， 図 6 の よ うに

， 本社費 ・

金利 会計 （拙著 『本社費 ・金利 の 会 計 と管理 』）， 人件費会 計 （拙編著 『人件費の 会計

と管理 』）， 情報処理 会計 （拙著 『情 報費の 会計 と管理 』）等が あ りますが ， 時間 の 関

係 か ら説明は割愛 い た します ．

6． 終 わ りに

　学問 は総合 と分化 の 反復 で あ り，分化 され た専 門領域 は ，や が て 総 合 され て 新 しい 学 問

体系を作 り出 して ま い ります．私 の 著作は
， 積み 上 げ方式に よ り， 論文は や が て 単 著 と な

り， こ れ らが全 集 とな り， 最後 に 新管理会計論 と して 総括 され て ゆ くの で す ．

　こ の よ うな管理 会計総論 と し ま して は
， 図 7 の よ うに ， 1966 年の 拙著 『近代管理 会計』

に 続 い て ， 1980 年 に拙 著 『管理 会計論』が世 に問わ れ
，
1997 年 に は拙著 『経営管理 会計』

と して
一
応の 完成 をみ たわ けで あ ります．後書に つ きまして は

， 昨年 ，
日本 会計研究学会

の 「太 田 ・黒澤賞」 が 授与 さ れ る と と もに ，再 び， 「日経 ・経 済 図書 文化賞 」 の 次 点 に と
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りあげ られ ま した こ とは ，永年の 研 究が 認 め られ た もの と感謝 い た して お ります ．

F 管理 会計 総論

　　　　　　　　　　　図 7．管理 会計総論研 究の 系譜 と成果

りあげ られ ま した こ とは
， 永年 の 研究 が認め られた もの と感謝 い た してお ります．

　 こ れ らの 研究成 果 を省み ます と， 幾つ か の 教訓 を見出 す こ とが で きます． その 第 1は
，

専 門用語 は ， い わ ば 外国語 と も言 え ますが ，言 葉の 壁 を破 れ ば
， 会計 の 隣接 諸学 （マ

ー
ケ

テ ィ ン グや研 究開発 や物流 等） も比 較的簡単 に 融合で きる とい うこ とで す．第 2 は
， 既成

の 学問領域 は ほ ぼ 完成 に近づ きつ つ あ ります が ，会計学 との 学 際的領域 は殆 ど未開拓 で あ

る こ とで す ．第 3 は
， 会計 は汎用 の 用具 な た め

， 色 々 な隣接諸学 に も等 し く適用 で きる こ

とで す．以 上 は
， 言葉 は拙 い か も知れ ませ ん が

， 私 の 体験 に よ る もの で す か ら
， 実感 は あ

る もの と信 じて い ます ．

　 会計 学の 世界 に お きま して も ， 輸 入の 時代 か ら輸 出 の 時代 に代 り， 模倣 の 学問 よ り創造

の 学 問が 尊重 され る よ うに な りま した ．創造 とは
， 褒章用語 で 言 えば 「学術 ノ創作 」の こ

とで あ ります． 冒頭 に も 申 しま した よ うに
， 会計学 の 領域 に お きま して も ， 褒章 に値す る

学問 を創 り出す こ とが ぜ ひ肝 要 と思い ます ．

　 こ の 度，会計学の 分野 で 初め て 紫綬褒章を賜 りま して ，f固人 と しま して こ れ ほ ど喜ば し

い こ とは あ りませ んが
，

も っ と も っ と慶 ば しい こ とは
， 会計学 の 研 究 を国 と して 初 め て 評

価 して くだ さ っ た こ とで す、栄典 とは無縁 と考え られ ま した会計学の 分野 に も門戸 が 開か

れ ま した ． 日本管理会計 学会 の 会員 の 中か ら ， 第 2 の 受章者が 出 る こ とを強 く期待 して や

み ませ ん ．誇 りと希望 を も っ て 管理会計の 研 究 に邁進 しよ うで は あ りませ ん か 。本 日の 特

別 講演が
， そ の

一
助 に なれ ば 幸 い で す．

　最後 に 重ね て
，

ご 出席 の 先生 方 にお 礼 を申 しあげ ， 私 の 講演 を終わ ります．本 日は ， 本

当 に有 り難 うご ざい ま した．

　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 以 ヒ
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    Management  Accounting
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Abstract

 It has been passed  for more  than  40  years since  I promoted  to Instructor

al Schoel ofCommerce,  Waseda  University.in 1956. I have  consistently

studied  management  accounting  in this period. Speaking in a  world,  I can

feature my  study  approaeh  as  Inter-disciplinary Management  Accounting

because  I have  devoted  myself  to study  the inter-disciplinary areas

between  management  accounting  and  its adjacent  disciplines. I have been

successfu11y  to develop the new  inter-disciplinary fields called  as

Marketing  Accounting, Research  and  Development  Accounting, Logistics

Accounting  andAdvertisingAecounting  etc.  as  my  research  results.  I had

the  good  opportunity  to give the  lecture on  the  genealogy  and  results  of  my

study  on  Inter-disciplinary Management  Accounting on  special  lecture ses-

sion  of  the General Meeting of  JAMA  on  sept.5,1997.

                          Key  Words

Inter-disciplinary Management  Accounting, Management  Accounting,

Marketing  Accounting, Research  and  Development  Accounting, Logistics
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Interest Accounting, Manpower  Cost Accounting
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